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二
三

は
じ
め
に

肥
前
国
風
土
記
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
多
く
の
箇
所
に
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

本
文
上
の
問
題
も
あ
る
し
、
内
容
的
な
問
題
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
解
釈
上
問

題
と
な
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
、
よ
り
納
得
で
き
る
解
釈
を
提
示
し
て
み
た

い
。

一
、
弟
日
姫
子
伝
説
に
つ
い
て

弟
日
姫
子
の
伝
説
は
万
葉
集
に
お
い
て
、
松
浦
佐
用
姫
と
そ
の
主
人
公
の
名

前
を
変
え
て
松
浦
佐
用
姫
伝
説
と
な
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿

に
お
い
て
論
じ
た（
注
１
）。
肥
前
国
風
土
記
の
「
篠
原
の
村
の
弟
日
姫
子
」
が
、

風
土
記
の
み
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
万
葉
集
か
ら
は
、
な
ぜ
「
松
浦
佐
用
姫
」

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
筑
紫
歌
壇
に
お
け
る
山
上
憶
良
と
大

伴
旅
人
の
深
い
精
神
的
な
交
流
が
あ
り
、
両
者
が
、
相
手
を
意
識
し
な
が
ら
歌

の
贈
答
を
繰
り
返
し
た
結
果
、「
篠
原
」
が
「
松
浦
県
」
さ
ら
に
は
「
松
浦
」

へ
、「
弟
日
姫
子
」
が
「
佐
用
姫
」
へ
と
変
え
ら
れ
た
経
緯
が
推
測
さ
れ
た
。

そ
の
過
程
で
、「
佐
用
姫
」
の
「
さ
よ
」
は
、
肥
前
国
風
土
記
の
歌
詞
「
さ
ひ

さ

よ

と
ゆ
（
さ
ひ
と
よ
）」
が
基
に
な
り
、
播
磨
国
風
土
記
の
讃
容
郡
の
由
来
に
な
っ

さ

よ

さ

よ

つ

ひ

め

た
「
五
月
夜
」
や
「
賛
用
都
比
売
」
と
も
関
わ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、

領
巾
振
り
伝
説
に
限
定
さ
れ
た
理
由
は
、「
弟
日
姫
子
」
伝
説
の
持
つ
大
蛇
と

の
怪
婚
譚
的
要
素
を
省
く
と
共
に
、
伝
説
の
主
人
公
が
、
大
伴
旅
人
の
先
祖
で

あ
る
大
伴
の
狭
手
彦
で
あ
る
こ
と
が
大
き
く
関
わ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
悲
劇
的

な
男
女
の
別
れ
に
は
、
旅
人
と
妻
の
別
れ
や
、
旅
人
を
引
き
留
め
た
い
憶
良
の

気
持
ち
も
投
影
さ
れ
て
い
た
。い
ず
れ
に
せ
よ
、以
後
、松
浦
佐
用
姫
伝
説
は
、

肥
前
国
風
土
記
の
蛇
婿
入
り
譚
で
は
な
く
、
領
巾
振
り
に
代
表
さ
れ
る
男
女
の

悲
恋
譚
と
し
て
、
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
論
じ
た
。
本

稿
で
は
、
そ
れ
以
前
の
弟
日
姫
子
伝
説
の
主
題
で
あ
る
蛇
婿
入
り
譚
の
側
面
に

肥
前
国
風
土
記
の
解
釈
上
の
諸
問
題
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二
四

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
肥
前
国
風
土
記
の
該
当
部
分
を
掲
載
す

る（
注
２
）。鏡

の
渡
。
郡
の
北
に
在
り
。
昔
者
、
檜
隈
の
廬
入
野
の
宮
に
御
宇
し
め

し
し
武
少
広
国
押
楯
の
天
皇
の
み
世
、
大
伴
の
狭
手
彦
の
連
を
遣
り
て
、

任
那
の
国
を
鎮
め
、
兼
ね
て
百
済
の
国
を
救
は
し
め
た
ま
ひ
き
。
命
を
奉

り
て
到
り
来
、
こ
の
村
に
至
り
、
す
な
は
ち
篠
原
の
村
の

篠
を
ば
志
弩

と
謂
ふ
。
弟
日
姫
子
を
娉
ひ
て
婚
を
成
し
き
。
日
下
部
の
君
等
の
祖
な
り
。

容
貌
美
麗
し
く
、
特
に
人
間
に
絶
れ
た
り
。
分
別
る
る
日
、
鏡
を
取
り
て

婦
に
与
へ
き
。
婦
、
悲
し
み
の
渧
を
含
み
て
栗
川
を
渡
る
に
、
与
へ
ら
れ

し
鏡
、
緒
絶
え
て
川
に
沈
み
き
。
因
り
て
鏡
の
渡
と
名
づ
く
。

褶
振
の
峰
。
郡
の
東
に
在
り
。
烽
の
処
な
り
。
名
を
褶
振
の
烽
と
曰
ふ
。

大
伴
の
狭
手
彦
の
連
、
発
船
し
て
任
那
へ
渡
る
時
に
、
弟
日
姫
子
、
こ
こ

に
登
り
て
、
褶
を
用
ち
て
振
り
招
き
き
。
因
り
て
褶
振
の
峰
と
名
づ
く
。

然
し
て
弟
日
姫
子
と
狭
手
彦
の
連
と
相
分
れ
て
五
日
経
ち
し
後
、
人
あ

り
、
夜
毎
に
来
て
、
婦
と
共
に
寝
ね
、
暁
に
至
れ
ば
早
に
帰
る
。
容
止
形

貌
、
狭
手
彦
に
似
た
り
。
婦
、
そ
を
恠
し
と
抱
ひ
、
忍
黙
す
る
こ
と
得
ず

て
、
窃
か
に
続
麻
を
用
ち
て
そ
の
人
の
襴
に
繋
け
、
麻
の
随
に
尋
め
往
き

て
、
こ
の
峰
頭
の
沼
の
辺
に
到
れ
ば
、
寝
た
る
蛇
あ
り
。
身
は
人
に
し
て

沼
の
底
に
沈
み
、
頭
は
蛇
に
し
て
沼
の
脣
に
臥
す
。
忽
ち
に
人
と
化
為
る

す
な
は
ち
語
り
て
云
ひ
し
く
、

篠
原
の

弟
姫
の
子
そ

さ
ひ
と
ゆ
も

率
寝
て
む
し
だ
や

家
に

く
だ
さ
む

時
に
、
弟
日
姫
子
の
従
女
、
走
り
て
親
族
に
告
げ
し
か
ば
、
親
族
衆
を

発
し
て
昇
り
て
看
る
に
、
蛇
と
弟
日
姫
子
と
並
に
亡
せ
て
存
ら
ず
。
こ
こ

に
、
そ
の
沼
の
底
を
見
る
に
、
但
人
の
屍
の
み
あ
り
。
各
、
弟
日
姫
子
の

骨
と
謂
て
、
す
な
は
ち
こ
の
峰
の
南
に
就
き
て
、
墓
を
造
り
て
治
め
置
き

き
。
そ
の
墓
見
に
在
り
。

こ
こ
で
は
、「
弟
日
姫
子
と
狭
手
彦
の
連
と
相
分
れ
て
五
日
経
ち
し
後
、
人

あ
り
、
夜
毎
に
来
て
、
婦
と
共
に
寝
ね
、
暁
に
至
れ
ば
早
に
帰
る
。
容
止
形
貌
、

狭
手
彦
に
似
た
り
。
婦
、
そ
を
恠
し
と
抱
ひ
、
忍
黙
す
る
こ
と
得
ず
て
、
窃
か

に
続
麻
を
用
ち
て
そ
の
人
の
襴
に
繋
け
、
麻
の
随
に
尋
め
往
き
て
、
こ
の
峰
頭

の
沼
の
辺
に
到
れ
ば
、
寝
た
る
蛇
あ
り
。
身
は
人
に
し
て
沼
の
底
に
沈
み
、
頭

は
蛇
に
し
て
沼
の
脣
に
臥
す
。」
と
あ
り
、
乙
女
と
大
蛇
の
怪
婚
譚
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
三
輪
山
伝
説
と
同
型
で
あ
る
。
三
輪
山
伝
説

に
つ
い
て
も
、
既
に
拙
稿
で
そ
の
趣
旨
を
論
じ
た（
注
３
）。
三
輪
山
伝
説
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る（
注
４
）。

ア
、
三
輪
山
伝
説
に
つ
い
て

①

古
事
記
・
中
巻
・
三
輪
山
（
み
わ
や
ま
）
伝
説

此
の
意
富
多
多
泥
古
（
お
ほ
た
た
ね
こ
）
と
謂
ふ
人
を
、
神
の
子
と
知

れ
る
所
以
は
、
上
に
云
へ
る
活
玉
依
毘
売
（
い
く
た
ま
よ
り
び
め
）、
其

の
容
姿
端
正
し
か
り
き
。
是
に
壮
夫
有
り
て
、
其
の
形
姿
威
儀
、
時
に
比

無
き
が
、
夜
半
の
時
に
倏
忽
到
来
つ
。
相
感
で
て
、
共
婚
ひ
し
て
共
住
る

間
に
、
未
だ
幾
時
も
あ
ら
ね
ば
、
其
の
美
人
妊
身
み
ぬ
。
爾
に
父
母
其
の

妊
身
み
し
事
を
恠
し
み
て
、
其
の
女
に
問
ひ
て
曰
ひ
け
ら
く
、「
汝
は
自

ら
妊
み
ぬ
。
夫
无
き
に
何
由
か
妊
身
ぬ
る
。」
と
い
へ
ば
、
答
へ
て
曰
ひ

け
ら
く
、
麗
美
し
き
壮
夫
有
り
て
、
其
の
姓
名
も
知
ら
ぬ
が
、
夕
毎
に
到

来
て
共
住
め
る
間
に
、
自
然
懐
妊
み
ぬ
。」
と
い
ひ
き
。
是
を
以
ち
て
其
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二
五

の
父
母
、其
の
人
を
知
ら
む
と
欲
ひ
て
、其
の
女
に
誨
へ
て
曰
ひ
け
ら
く
、

「
赤
土
を
床
の
前
に
散
ら
し
、
閉
蘇
紡
麻
を
針
に
貫
き
て
、
其
の
衣
の
襴

に
刺
せ
。」
と
い
ひ
き
。
故
、
教
の
如
く
し
て
旦
時
に
見
れ
ば
、
針
著
け

し
麻
は
、
戸
の
鉤
穴
よ
り
通
り
て
出
で
て
、
唯
遺
れ
る
麻
麻
は
三
勾
（
み

わ
）
の
み
な
り
き
。
爾
に
即
ち
鉤
穴
よ
り
出
で
し
状
を
知
り
て
、
糸
の
従

に
尋
ね
行
け
ば
、
美
和
山（
み
わ
や
ま
）に
至
り
て
神
の
社
に
留
ま
り
き
。

故
、
其
の
神
の
子
と
は
知
り
ぬ
。
故
、
其
の
麻
（
を
）
の
三
勾
遺
（
み
わ

の
こ
）り
し
に
因
り
て
、
其
地
を
名
づ
け
て
美
和（
み
わ
）と
謂
ふ
な
り
。

三
輪
山
伝
説
で
は
、
素
性
の
知
ら
な
い
男
性
が
乙
女
の
許
を
毎
夜
訪
れ
、
契

り
を
結
ぶ
。
不
審
に
思
っ
た
娘
が
両
親
の
勧
め
で
、
男
性
の
衣
の
裾
に
麻
糸
を

付
け
る
と
、
朝
に
な
っ
て
、
鍵
穴
を
通
り
抜
け
て
外
へ
続
き
、
三
輪
山
に
到
っ

た
い
う
話
で
、
そ
の
男
性
が
三
輪
山
の
神
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
よ

く
知
ら
れ
た
話
で
あ
る
。

そ
し
て
三
輪
山
の
神
は
、
古
来
、
蛇
体
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日

本
書
紀
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る（
注
５
）。

②

日
本
書
紀
・
第
五
・
崇
神
天
皇
・
三
輪
山
伝
説

是
の
後
に
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
（
や
ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
び
め
の
み

こ
と
）、
大
物
主
神
（
お
ほ
も
の
ぬ
し
の
か
み
）
の
妻
と
為
る
。
然
れ
ど

も
、
其
の
神
常
に
昼
は
見
え
ず
し
て
、
夜
の
み
来
ま
す
。
倭
迹
迹
姫
命（
や

ま
と
と
び
め
の
み
こ
と
）、
夫
に
語
り
て
曰
く
、「
君
、
常
に
昼
は
見
え
た

ま
は
ね
ば
、
分
明
に
其
の
尊
顔
を
視
た
て
ま
つ
る
こ
と
得
ず
。
願
は
く
は

暫
留
り
た
ま
へ
。
明
旦
に
仰
ぎ
て
美
麗
し
き
威
儀
を
観
た
て
ま
つ
ら
む
と

欲
ふ
」
と
い
ふ
。
大
神
対
へ
て
曰
は
く
、「
言
理
灼
然
な
り
。
吾
、
明
旦

に
汝
が
櫛
笥
に
入
て
居
む
。
願
は
く
は
吾
が
形
に
な
驚
き
そ
」
と
の
た
ま

ふ
。
爰
に
倭
迹
迹
姫
命
、
心
の
裏
に
密
に
異
し
び
、
明
く
る
を
待
ち
て
櫛

笥
を
見
れ
ば
、
遂
に
美
麗
（
う
る
は
）
し
き
小
蛇
（
こ
を
ろ
ち
）
有
り
。

其
の
長
さ
大
さ
衣
の
紐
の
如
し
。
則
ち
驚
き
て
叫
啼
ぶ
。
時
に
大
神
、
恥

ぢ
て
忽
ち
に
人
の
形
に
化
り
、
其
の
妻
に
謂
り
て
曰
は
く
、「
汝
、
忍
び

ず
て
吾
に
羞
せ
つ
。
吾
、
還
り
て
汝
に
羞
せ
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
仍
り
て

大
虚
を
践
み
て
御
諸
山
に
登
り
ま
す
。
爰
に
、
倭
迹
迹
姫
命
、
仰
ぎ
見
て

悔
い
て
急
居
。
則
ち
箸
に
陰
を
撞
き
て
薨
り
ま
す
。
乃
ち
大
市
に
葬
る
。

故
、
時
人
、
其
の
墓
を
号
け
て
箸
墓
と
謂
ふ
。
是
の
墓
は
、
日
は
人
作
り
、

夜
は
神
作
る
。

こ
の
日
本
書
紀
の
記
述
で
は
、
三
輪
山
（
御
諸
山
）
の
神
は
、「
美
麗
し
き

小
蛇
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
三
輪
山
の
神
は
、
間
違
い
な
く
蛇
神
と
言
え
る
。

こ
の
記
述
か
ら
、
三
輪
山
の
神
は
、
小
さ
な
蛇
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
出
て
来

よ
う
。
確
か
に
、
こ
の
用
例
で
は
小
さ
な
蛇
と
し
て
現
れ
て
い
る
が
、
常
に
小

さ
い
蛇
の
姿
で
あ
る
訳
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
は
、
次
の
瞬
間
に
、
こ
の
蛇
が

通
常
の
人
の
姿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
倭

迹
迹
日
百
襲
姫
の
夫
と
し
て
の
大
物
主
神
は
、
姫
と
逢
っ
て
い
る
時
は
、
人
間

の
大
き
さ
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
物
主
神
は
、
姿
か
た

ち
大
き
さ
を
自
由
に
変
え
ら
れ
る
神
で
あ
っ
て
、
小
さ
な
蛇
の
姿
は
、
そ
う
し

た
変
化
の
姿
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
こ
の
場
面
で
は
、

倭
迹
迹
日
百
襲
姫
に
、
大
物
主
神
が
蛇
神
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
も
ら
え
れ

ば
良
い
の
で
、
櫛
笥
に
入
る
大
き
さ
に
な
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
理
解

が
可
能
で
あ
ろ
う
。
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二
六

イ
、
三
輪
山
と
大
物
主
に
関
す
る
描
写
に
つ
い
て

さ
て
、
そ
の
蛇
神
と
し
て
の
三
輪
山
の
神
は
、
大
物
主
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
描
か
れ
る
。

①

古
事
記
・
上
巻
・
御
諸
山
の
上
に
坐
す
神

是
に
大
国
主
神
、
愁
ひ
て
告
り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾
独
し
て
何
に
か
能

く
此
の
国
を
得
作
ら
む
。
孰
れ
の
神
と
吾
と
、
能
く
此
の
国
を
相
作
ら
む

や
。」と
の
り
た
ま
ひ
き
。
是
の
時
に
海
を
光
し
て
依
り
来
る
神
あ
り
き
。

其
の
神
の
言
り
た
ま
ひ
し
く
、「
能
く
我
が
前
を
治
め
ば
、
吾
能
く
共
与

に
相
作
り
成
さ
む
。
若
し
然
ら
ず
ば
国
成
り
難
け
む
。」
と
の
り
た
ま
ひ

き
。爾
に
大
国
主
神
曰
し
し
く
、「
し
か
ら
ば
治
め
奉
る
状
は
奈
何
に
ぞ
。」

と
ま
を
し
た
ま
へ
ば
、「
吾
を
ば
倭
の
青
垣
の
東
の
山
の
上
に
伊
都
岐
奉

（
い
つ
き
ま
つ
）
れ
。」
と
答
へ
言
り
た
ま
ひ
き
。
此
は
御
諸
山
（
み
も

ろ
や
ま
）
の
上
（
へ
）
に
坐
（
ま
）
す
神
な
り
。

②

日
本
書
紀
、
神
代
上
・
第
八
段
・
一
書
第
六

「
今
し
此
の
国
を
理
む
る
は
唯
吾
一
身
の
み
な
り
。
其
れ
吾
と
共
に
天

下
を
理
む
べ
き
者
、
蓋
し
有
り
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
時
に
、
神
し
き
光
海

を
照
し
、
忽
然
に
浮
び
来
る
者
有
り
。
曰
く
、「
如
し
吾
在
ら
ず
は
、
汝

何
ぞ
能
く
此
の
国
を
平
け
む
や
。
吾
が
在
る
に
由
り
て
の
故
に
、
汝
其
の

大
き
造
る
績
を
建
つ
る
こ
と
得
た
り
」と
い
ふ
。
是
の
時
に
大
己
貴
神（
お

ほ
な
む
ち
の
か
み
）
問
ひ
て
曰
く
、「
然
ら
ば
汝
は
是
誰
ぞ
」
と
の
た
ま

ふ
。
対
へ
て
曰
く
、「
吾
は
是
汝
が
幸
魂
（
さ
き
み
た
ま
）
・
奇
魂
（
く

し
み
た
ま
）
な
り
」
と
い
ふ
。
大
己
貴
神
の
曰
く
、「
唯
然
な
り
。
廼
ち

知
り
ぬ
、
汝
は
是
吾
が
幸
魂
・
奇
魂
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
今
し
何
処
に

か
住
ら
む
と
欲
ふ
」
と
の
た
ま
ふ
。
対
へ
て
曰
く
、「
吾
は
日
本
国
（
や

ま
と
の
く
に
）
の
三
諸
山
（
み
も
ろ
や
ま
）
に
住
ら
む
と
欲
ふ
」
と
い
ふ
。

故
、
即
ち
宮
を
彼
処
に
営
り
、
就
き
て
居
し
ま
さ
し
む
。
此
大
三
輪
（
お

ほ
み
わ
）
の
神
な
り
。

即
ち
こ
の
三
諸
山
（
大
三
輪
）
の
神
は
、「
海
を
光
し
て
依
り
来
る
神
」（
古

事
記
）で
あ
り
、「
神
し
き
光
海
を
照
し
、
忽
然
に
浮
び
来
る
者
」（
日
本
書
紀
）

と
し
て
描
か
れ
る
。「
海
を
光
」
す
の
は
「
肥
長
比
売
」
と
同
様
で
、
蛇
身
の

神
で
あ
る
証
拠
で
あ
ろ
う
。
肥
長
比
売
の
話
は
、
古
事
記
・
中
巻
・
垂
仁
天
皇

の
条
で
、
本
牟
智
和
気
王
の
話
と
し
て
出
て
来
る
。

③

爾
に
其
の
御
子
、
一
宿
肥
長
比
売
と
婚
ひ
し
た
ま
ひ
き
。
故
、
竊
か
に

其
の
美
人
を
伺
た
ま
へ
ば
、
蛇
な
り
き
。
即
ち
見
畏
み
て
遁
逃
げ
た
ま
ひ

き
。爾
に
肥
長
比
売
患
ひ
て
、海
原
を
光
し
て
船
よ
り
追
ひ
来
り
き
。故
、

益
見
畏
み
て
、
山
の
多
和
よ
り
御
船
を
引
き
越
し
て
逃
げ
上
り
行
で
ま
し

き
。

右
の
肥
長
比
売
の
話
で
は
、
姫
は
蛇
で
あ
り
、「
海
原
を
光
し
て
」
船
で
御

子
を
追
跡
す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、「
御
諸
山
の
上
に
坐
す
神
」
で
あ
る
「
三

輪
山
の
神
」
が
、「
海
を
光
し
て
依
り
来
る
神
」「
神
（
あ
や
）
し
き
光
（
ひ
か

り
）
海
（
う
み
）
を
照
し
、
忽
然
（
た
ち
ま
ち
）
に
浮
び
来
る
者
」
で
あ
る
こ

と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
蛇
の
神
は
、
海（
海
原
）を
光
し
て
や
っ

て
く
る
神
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
輪
山
の
神
は
、
蛇
の
神
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
三
輪
山

は
、
古
く
か
ら
、
そ
の
山
体
自
体
が
ご
神
体
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
三
輪
山
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が
蛇
神
で
あ
る
こ
と
と
、
山
体
自
体
が
ご
神
体
で
あ
る
こ
と
は
如
何
に
関
わ
る

の
か
。
以
下
、
考
察
し
た
い
。

ウ
、
三
輪
山
の
名
義
と
三
輪
山
の
神
の
関
係
に
つ
い
て

そ
も
そ
も
三
輪
山
が
「
み
わ
や
ま
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
従
来
、「
古

事
記
の
三
輪
山
伝
説
で
、
麻
（
を
）
が
三
勾
（
み
わ
）
残
っ
た
と
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
」（
古
事
記
内
部
の
地
名
起
源
説
話
）
と
か
、「『
み
わ
』
と
は
酒
を
入

れ
る
容
器
の
名
称
で
、
蛇
神
を
迎
え
る
た
め
」
と
か
言
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。
先
ず
、「
三
輪
山
」は
、

通
常
、
次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
。

①

万
葉
集
の
「
三
輪
（
み
わ
）」
の
表
記

三
和
（
み
わ
）（
山
（
や
ま
））
・

三
輪
（
み
わ
）（
山
）
・
神
酒
（
み
わ
）
・
神
（
み
わ
）
・
綜
麻
山
（
み
わ

や
ま
）

②

古
事
記
の
「
三
輪
（
み
わ
）」
の
表
記

美
和
（
み
わ
）

即
ち
、
三
輪
山
の
「
み
」
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
で
、
甲
類
の
「
み
」
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
蛇
」
で
あ
る
が
、
仏
足
石
歌
に
つ

ぎ
の
よ
う
な
歌
が
あ
る（
注
６
）。

仏
足
石
歌

十
九
番

与
都
乃
閇
美
（
よ
つ
の
へ
み
）

伊
都
々
乃

毛
乃
々
（
い
つ
つ
の
も
の
の
）

阿
都
麻
礼
流
（
あ
つ
ま
れ
る
）

伎

多
奈
伎
微
乎
婆
（
き
た
な
き
み
を
ば
）

伊
止
比
須
都
閇
志
（
い
と
ひ
す

つ
べ
し
）

波
奈
礼
須
都
倍
志
（
は
な
れ
す
つ
べ
し
）（
四
（
よ
）
つ
の

蛇
（
へ
み
）

五
（
い
つ
）
つ
の
鬼
（
も
の
）
の

集
（
あ
つ
）
ま
れ
る

穢
き
身
を
ば

厭
ひ
捨
つ
べ
し

離
れ
捨
つ
べ
し
）

「
巳
（
み
）」
は
、
通
常
「
へ
み
」
の
省
略
形
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
（
日

本
釈
名
、
和
訓
栞
、
大
言
海
等
）、
右
の
仏
足
石
歌
の
「
へ
み
」
の
用
例
か
ら

は
、「
巳
（
み
）」
は
、
明
ら
か
に
甲
類
の
「
み
」
で
あ
る
。
即
ち
、
蛇
を
表
わ

す
「
巳
（
み
）」
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
で
も
、「
三
輪
山
（
み
わ
や
ま
）」

の
『
三
（
み
）』
や
、「
美
和
山
（
み
わ
や
ま
）」
の
『
美
（
み
）』
と
同
じ
甲
類

と
判
断
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
三
輪
山
（
美
和
山
）
の
「
み
（
三
・
美
）
は
、「
み

（
巳
）」
即
ち
、「
蛇
（
み
）」
の
意
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
音
韻
面
で
も
、「
巳
輪
（
み
わ
）」
と
い
う
語
源
論
が
成
り
立
つ
の
で

な
い
か
。

と
い
う
こ
と
は
、
次
の
推
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

ア
，「
三
輪
山
」
の
「
三
輪
（
み
わ
）」
と
は
、「
巳
輪
（
み
わ
）」
の
意
で
、「
蛇

（
へ
び
）
の
輪
（
わ
）」、
つ
ま
り
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
様
子
を
表
わ

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
な
い
か
。

イ
、
三
輪
山
が
古
来
、
そ
の
山
体
自
体
が
ご
神
体
で
あ
る
神
体
山
で
あ
る
と
云

わ
れ
て
き
た
の
も
、
三
輪
山
の
神
は
蛇
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蛇
の
姿
そ
の

も
の
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
無
理
が
な
い
。

ウ
、
三
輪
山
は
円
錐
形
を
し
て
い
る
が
、
蛇
は
と
ぐ
ろ
を
巻
け
ば
、
ま
さ
に
円

錐
形
と
な
る
。

エ
、
結
局
、「
三
輪
山
（
み
わ
や
ま
）」
の
名
義
は
、
そ
の
円
錐
形
の
山
体
を
蛇

が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
形
に
見
た
て
、「
蛇＝

巳
（
み
）」
の
「
輪
（
わ
）」
と

呼
称
し
た
と
こ
ろ
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
と
推
論
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

図
で
描
け
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。（
上
、
三
輪
山
の
神
で
あ
る
蛇
が
と

ぐ
ろ
を
巻
い
た
と
こ
ろ
。
下
、
三
輪
山
模
式
図
）
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実
は
、
こ
の
三
輪
山
が
蛇
の
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
姿
の
山
で
は
な
い
か
と
い
う

着
想
は
十
数
年
前
に
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
以
前
に
吉
野

裕
子
氏
は
、
そ
の
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た（
注
７
）。

奈
良
・
三
輪
の
地
に
は
、
古
来
、
明
神
の
巳
さ
ん
が
三
輪
山
を
七
巻
半

し
て
い
る
、
と
い
う
伝
承
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
三
輪
の
山
容
に

ト
グ
ロ
を
巻
く
蛇
を
連
想
し
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。

た
だ
、
吉
野
氏
は
、
三
輪
山
の
語
源
を
「
三
つ
の
輪
の
山
」
と
さ
れ
、
蛇
が

三
重
に
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
形
と
さ
れ
た
が
、
筆
者
は
、「
三
」
は
「
巳
」

で
あ
る
こ
と
を
隠
す
た
め
の
表
記
で
「
巳
」
に
実
質
的
な
意
味
が
あ
る
と
判
断

し
、「
巳
輪
（
み
わ
）」
即
ち
「
蛇
（
へ
び
）
の
輪
（
わ
）」
の
意
で
、
蛇
が
と

ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
様
子
を
表
わ
す
と
考
え
る
の
で
、
そ
の
点
は
異
な
る
。

一
方
、
中
川
ゆ
か
り
氏
は
、「
蛇
体
で
現
れ
る
の
は
�
み
も
ろ
山
�
の
神
で
、

…
…
神
氏
の
祭
る
美
和
山
の
神
に
つ
い
て
、
新
た
に
そ
の
起
源
を
語
ろ
う
と
す

る
時
、
前
の
段
階
の
信
仰
に
お
け
る
神
の
姿
で
あ
る
蛇
体
を
持
ち
出
す
必
要
が

あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。」
と
さ
れ
、
川
上
順
子
氏
も
、「
三
輪
山
の
神
は
、
大

和
の
国
つ
神
の
統
領
と
し
て
、
大
物
主
神
と
い
う
神
名
が
付
与
さ
れ
る
と
同
時

に
、『
古
事
記
』
の
な
か
で
は
蛇
の
姿
は
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
さ
れ

て
い
る（
注
８
）。
ご
指
摘
の
通
り
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
対
し

て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
即
ち
、「
三
輪
（
み
わ
）」
が
「
巳
輪
（
み
わ
）」

の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
三

輪
山
の
場
合
、
山
自
体
が
ご
神
体
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
存
在
す
る
。

ど
の
神
社
に
お
い
て
も
、
ご
神
体
が
如
何
な
る
も
の
か
は
秘
匿
さ
れ
る
の
が
普

通
で
あ
る
。
従
っ
て
、
誰
も
が
、
三
輪
山
の
ご
神
体
は
蛇
で
あ
る
こ
と
は
熟
知

し
て
い
て
も
、
ご
神
体
を
公
然
と
明
記
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、「
巳
輪
（
み
わ
）」
は
、「
三
輪
」「
美
和
」「
三
勾
」
な
ど
、「
巳
輪
」

を
示
さ
な
い
表
記
で
む
し
ろ
、
綴
ら
れ
た
の
で
あ
り
、「
御
諸
山
」
と
い
う
呼

称
も
、「
ミ
ワ
山
」
と
い
う
呼
称
が
「
巳
輪
山
」
を
連
想
さ
せ
る
た
め
に
、
意

図
的
に
「
三
輪
（
美
和
）
山
」
等
の
表
記
を
避
け
、「
御
諸
山
」
の
表
記
を
使

用
し
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。

エ
、
弟
日
姫
子
伝
説
と
三
輪
山
伝
説
の
構
造
的
類
似
性
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
と
、
弟
日
姫
子
の
伝
説
は
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
ず
説
話
の

構
造
が
よ
く
似
て
い
る
。
乙
女
の
許
に
夜
見
知
ら
ぬ
男
性
が
訪
れ
契
り
を
結
ぶ

と
い
う
点
は
全
く
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
敢
え
て
違
い
を
言
え
ば
、
肥
前
国
風

土
記
で
は
、
乙
女
で
あ
る
弟
日
姫
子
は
、
愛
す
る
大
伴
狭
手
彦
が
船
に
乗
っ
て

新
羅
に
向
か
っ
て
去
っ
て
し
ま
っ
た
寂
し
さ
か
ら
来
る
心
の
空
虚
を
満
た
す
た

め
に
、
狭
手
彦
と
姿
形
が
似
て
い
た
見
知
ら
ぬ
男
性
（
実
は
領
巾
振
り
山
即
ち
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鏡
山
の
主
で
あ
る
大
蛇
）
に
身
を
任
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
点
で
は
、
女
性
の
微

妙
な
心
理
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
、
肥
前
国
風
土
記
の
方
が
古
事
記
の
三
輪
山

伝
説
よ
り
も
、よ
り
文
学
的
だ
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

説
話
の
基
本
的
な
構
造
は
同
じ
で
あ
り
、
男
性
の
素
性
を
確
か
め
る
為
に
女
性

が
男
性
の
衣
服
に
麻
糸
を
付
け
、
そ
の
麻
糸
を
辿
る
こ
と
で
、
男
の
素
性
を
知

る
点
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
男
性
の
正
体
が
大
蛇
で
あ
る
こ
と

を
肥
前
国
風
土
記
は
「
窃
か
に
続
麻
を
用
ち
て
そ
の
人
の
襴
に
繋
け
、
麻
の
随

に
尋
め
往
き
て
、
こ
の
峰
頭
の
沼
の
辺
に
到
れ
ば
、
寝
た
る
蛇
あ
り
。
身
は
人

に
し
て
沼
の
底
に
沈
み
、
頭
は
蛇
に
し
て
沼
の
脣
に
臥
す
。」
と
描
く
。
三
輪

山
伝
説
と
同
じ
乙
女
と
大
蛇
の
怪
婚
譚
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
三
輪

山
伝
説
に
於
い
て
は
、上
述
の
よ
う
に
、三
輪
山
自
体
が
三
輪
山
の
神
で
あ
り
、

蛇
身
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
円
錐
形
の
山
体
を

成
し
て
い
た
。
一
方
、
肥
前
国
風
土
記
で
は
、「
こ
の
峰
頭
の
沼
の
辺
に
到
れ

ば
、
寝
た
る
蛇
あ
り
。
身
は
人
に
し
て
沼
の
底
に
沈
み
、
頭
は
蛇
に
し
て
沼
の

脣
に
臥
す
。」と
あ
っ
て
、
領
巾
振
り
山
即
ち
鏡
山
の
池
に
住
む
池
の
主
と
い
っ

た
趣
で
あ
る
。
池
に
大
蛇
が
住
む
と
い
う
伝
承
は
、
京
都
の
深
泥
が
池
の
伝
説

な
ど
、
各
地
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
も
、
そ
う
し
た
見
方
が
可
能

で
あ
る
が
、
三
輪
山
伝
説
と
の
関
わ
り
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
領
巾
振
り
山
即
ち

鏡
山
自
体
が
、
三
輪
山
同
様
に
蛇
身
を
表
わ
す
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
既
に
吉
野
裕
子
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

が
、
鏡
山
の
「
か
が
み
」
は
蛇
を
表
わ
す
古
語
で
あ
る
と
す
る
主
張
で
あ
る
。

蛇
の
中
に「
山
か
が
し
」と
い
う
名
称
を
持
っ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の「
か
が
」

は
、「
蛇
」
の
古
名
と
す
る
。
ま
た
、
酸
漿
（
ほ
お
ず
き
）
の
古
語
の
「
山
か

が
ち
」
も
、「
か
が
」
は
蛇
の
意
味
で
、
酸
漿
（
ほ
お
ず
き
）
は
そ
の
袋
の
形

が
蛇
の
頭
部
に
似
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
お
正
月
の
鏡
餅
も
、「
か

が
み
」
は
鏡
と
共
に
蛇
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
鏡
餅
を
重
ね
て
、
大
き
な
餅
の

上
に
小
さ
な
餅
を
乗
せ
て
、
全
体
と
し
て
円
錐
形
を
成
す
の
は
、
蛇
が
と
ぐ
ろ

を
巻
い
て
い
る
形
を
表
す
の
だ
と
い
う
。
ど
の
説
も
基
本
的
に
首
肯
で
き
る
と

考
え
る
。
こ
の
考
え
に
基
づ
け
ば
、
領
巾
振
り
山
即
ち
鏡
山
も
、
蛇
身
そ
の
も

の
を
表
す
と
考
え
れ
よ
う
。
三
輪
山
と
は
違
っ
て
山
頂
ま
で
続
く
円
錐
形
で
は

な
く
、
横
か
ら
見
れ
ば
台
形
に
見
え
る
半
円
錐
形
で
あ
る
。
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻

く
場
合
、
横
か
ら
見
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
と
な
る
場
合
が
す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る

が
、
実
際
に
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
く
場
合
、
横
か
ら
見
て
台
形
と
な
る
場
合
も
少

な
く
な
い
。
そ
れ
故
、
領
巾
振
り
山
即
ち
鏡
山
は
、
半
円
錐
形
で
蛇
の
と
ぐ
ろ

を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
見
な
せ
る
と
考
え
る
。

オ
、
褶
（
比
礼
）
振
り
と
蛇
の
関
係
に
つ
い
て

ま
た
、
別
の
見
方
も
で
き
る
。
古
事
記
上
巻
で
、
大
穴
牟
遅
神
が
根
堅
洲
国

へ
行
っ
た
と
き
に
、
須
勢
理
毘
売
が
、
夫
の
大
穴
牟
遅
神
に
「
蛇
の
比
礼
」
を

授
け
る
場
面
が
あ
る
。

即
ち
喚
び
入
れ
て
、
其
の
蛇
の
室
に
寝
し
め
た
ま
ひ
き
。
是
に
其
の
妻

須
勢
理
毘
売
命
、
蛇
の
比
礼
を
夫
に
授
け
て
云
り
た
ま
ひ
し
く
、「
其
の

蛇
咋
は
む
と
せ
ば
、
此
の
比
礼
を
三
た
び
挙
り
て
打
ち
撥
ひ
た
ま
へ
」
と

の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
教
の
如
せ
し
か
ば
、
蛇
自
ら
静
ま
り
き
。

こ
こ
で
は
、
比
礼
を
三
度
振
る
こ
と
で
、
蛇
を
お
と
な
し
く
さ
せ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
比
礼
を
振
る
行
為
に
は
、
蛇
を
制
御
で
き
る
呪
的
能
力
が
備
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
弟
日
姫
子
が
領
巾
振
山
で
領
巾
を
振
っ
た
こ
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と
が
、
領
巾
振
山
の
池
の
主
で
あ
る
大
蛇
を
動
か
し
て
し
ま
っ
た
と
も
解
釈
で

き
る
の
で
あ
る
。

カ
、
始
祖
伝
説
の
面
で
の
共
通
性
に
つ
い
て

別
の
視
点
か
ら
、
弟
日
姫
子
の
伝
説
を
考
え
て
み
た
い
。
伝
説
の
冒
頭
部
に

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

鏡
の
渡
。
郡
の
北
に
在
り
。
昔
者
、
檜
隈
の
廬
入
野
の
宮
に
御
宇
し
め

し
し
武
少
広
国
押
楯
の
天
皇
の
み
世
、
大
伴
の
狭
手
彦
の
連
を
遣
り
て
、

任
那
の
国
を
鎮
め
、
兼
ね
て
百
済
の
国
を
救
は
し
め
た
ま
ひ
き
。
命
を
奉

り
て
到
り
来
、
こ
の
村
に
至
り
、
す
な
は
ち
篠
原
の
村
の

篠
を
ば
志
弩

と
謂
ふ
。
弟
日
姫
子
を
娉
ひ
て
婚
を
成
し
き
。
日
下
部
の
君
等
の
祖
な
り
。

容
貌
美
麗
し
く
、
特
に
人
間
に
絶
れ
た
り
。

即
ち
、
右
の
冒
頭
部
で
は
、「
篠
原
の
村
の
弟
日
姫
子
」
は
、「
日
下
部
の
君

等
の
祖
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
な
ぜ
「
弟
日
姫
子
」
が
「
日

下
部
の
君
等
の
祖
」
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
弟
日
姫
子
は
、
大
伴
の
狭
手
彦
が
新
羅
へ
向
か
っ
て
去
っ
た
後
、
五
日

後
に
現
れ
た
狭
手
彦
と
よ
く
似
た
男
と
契
っ
て
し
ま
い
、そ
の
後
、麻
糸
を
辿
っ

た
結
果
、
相
手
の
男
性
が
蛇
だ
と
分
か
っ
た
訳
で
、
そ
の
蛇
に
命
を
取
ら
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
弟
日
姫
子
が
大
伴
の
狭
手
彦
の
子
を
宿
し

て
い
た
と
し
て
も
、
子
供
の
誕
生
前
に
命
を
失
っ
て
い
れ
ば
、
子
孫
は
い
な
い

は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
弟
日
姫
子
が
「
日
下
部
の
君
等
の
祖
」

と
さ
れ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。
一
つ
の
考
え
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
想
定
が
で

き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（
注
９
）。

弟
日
姫
子
が
大
伴
の
狭
手
彦
と
出
逢
い
契
り
を
交
わ
し
て
か
ら
、
す
ぐ
に
狭

手
彦
が
新
羅
へ
出
か
け
た
の
で
は
な
く
、
一
年
余
り
は
余
裕
が
あ
っ
た
。
そ
の

間
に
二
人
の
間
に
子
供
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
場
合
、
弟
日
姫
子
は
、
ま
さ
し
く

「
日
下
部
の
君
等
の
祖
」
に
相
当
し
た
。
子
孫
が
生
ま
れ
た
後
で
は
、
弟
日
姫

子
が
命
を
失
っ
て
も
、
子
孫
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
な
ん
ら
問

題
は
無
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
弟
日
姫
子
の
伝
説
と
三
輪

山
伝
説
と
の
深
い
関
係
を
示
唆
す
る
。
そ
も
そ
も
、
三
輪
山
伝
説
で
は
、「
此

の
意
富
多
多
泥
古
（
お
ほ
た
た
ね
こ
）
と
謂
ふ
人
を
、
神
の
子
と
知
れ
る
所
以

は
、
上
に
云
へ
る
活
玉
依
毘
売
（
い
く
た
ま
よ
り
び
め
）、
其
の
容
姿
端
正
し

か
り
き
。」
と
あ
っ
て
、「
意
富
多
多
泥
古
（
お
ほ
た
た
ね
こ
）
と
謂
ふ
人
を
、

神
の
子
と
知
れ
る
所
以
」
を
述
べ
た
文
章
で
あ
っ
て
、
始
祖
伝
説
と
い
う
点
で

も
両
者
の
共
通
性
が
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

鏡
山
〈
領
巾
振
り
山
〉



勝
俣：

肥
前
国
風
土
記
の
解
釈
上
の
諸
問
題

三
一

キ
、
ま
と
め

以
上
、
弟
日
姫
子
の
伝
説
は
、
説
話
の
構
造
か
ら
い
っ
て
も
、
三
輪
山
伝
説

と
極
め
て
よ
く
似
た
伝
説
で
あ
る
と
言
え
る
。蛇
婿
入
り
譚
で
あ
り
、円
錐
形
、

あ
る
い
は
半
円
錐
形
の
山
を
蛇
の
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
状
態
と
見
な
し
た
も
の
で

あ
り
、
始
祖
伝
説
で
も
あ
る
。
蛇
は
そ
の
土
地
を
支
配
す
る
古
い
国
土
創
世
に

関
わ
る
神
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
弟
日
姫
子
は
、
そ
う
し
た
古
い
国
土

の
神
に
対
す
る
人
身
御
供
的
存
在
と
言
え
よ
う
。

二
、
周
賀
の
郷
の
艫
舳
の
牂

に
つ
い
て

周
賀
の
郷
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

周
賀
の
郷
。
郡
の
西
南
に
在
り
。
昔
者
、
気
長
足
姫
の
尊
、
新
羅
を
征

伐
た
む
と
欲
ほ
し
て
、
行
幸
し
し
時
に
、
御
船
こ
の
郷
の
東
北
の
海
に
繋

ぎ
し
に
、
艫
舳
の

、
礒
と
化
為
り
き
。
高
さ
廿
丈
余
り
、
周
り
十
丈

余
り
、
相
去
る
こ
と
十
町
余
り
な
り
。
充
く
し
て
嵯
峨
し
く
、
草
木
生
ひ

ず
。

こ
の
「
艫
舳
の

、
礒
と
化
為
り
き
」
に
つ
い
て
、
岩
波
大
系
本
『
風
土

記
』
で
は
頭
注
三
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
岩
石
。
礒
は
水
中
ま
た
は
水
辺

の
岩
石
。
海
中
か
ら
突
き
出
て
い
る
岩
に
つ
い
て
の
縁
起
譚
。
長
崎
港
口
の
小

島
、
ま
た
は
そ
の
北
方
の
外
海
村
沖
の
大
角
力
・
小
角
力
の
岩
礁
に
擬
す
る
説

が
あ
る
が
郡
の
東
北
と
し
て
い
る
方
位
に
あ
わ
な
い
。
郡
の
東
北
に
あ
た
る
海

は
大
村
湾
の
南
西
隅
で
、
後
藤
説
は
二
つ
の
礒
を
時
津
港
の
北
方
の
黒
島
・
二

島
に
擬
し
て
い
る
。
従
う
べ
き
か
。」

ま
た
、
新
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
は
、
頭
注
十
一
で
、「
東
北
」
に
誤

写
が
な
け
れ
ば
、
大
村
湾
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
島
の
数
が
多
い
の
で
こ
の
伝
承

の
地
は
特
定
で
き
な
い
。『
考
証
』『
大
系
』
は
時
津
港
の
北
方
の
黒
島
・
二
島

か
と
い
う
。」

以
上
を
整
理
す
る
と
、「
艫
舳
の

、
礒
と
化
為
り
き
」
に
つ
い
て
は
、

次
の
諸
説
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

①
長
崎
港
口
の
小
島

②
長
崎
市
外
海
沖
の
大
角
力
・
小
角
力
の
岩
礁

③
大
村
湾
の
南
西
隅
に
あ
る
時
津
港
北
方
の
黒
島
・
二
島

④
そ
の
他
特
定
で
き
な
い

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
位
置
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、「
周
賀
の
郷
。

郡
の
西
南
に
在
り
。」
と
あ
る
の
で
、「
周
賀
の
郷
」
の
位
置
は
、
現
在
の
西
彼

杵
郡
の
位
置
に
あ
っ
た
と
み
て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
「
東
北
の
海
」

と
あ
る
の
が
ど
こ
を
指
す
の
か
が
難
し
い
。
方
位
が
正
し
け
れ
ば
、
大
村
湾
を

指
す
と
み
る
の
は
確
か
に
自
然
で
、③
の
説
が
正
し
い
事
に
な
ろ
う
。し
か
し
、

仮
に
野
母
崎
半
島
の
方
に
「
周
賀
の
郷
」
が
あ
る
な
ら
ば
、
東
北
の
海
と
は
、

現
在
の
長
崎
港
あ
た
り
で
も
お
か
し
く
な
い
の
で
、
①
の
説
も
成
り
立
つ
。

『
長
崎
県
の
地
名
』
で
は
、「
周
賀
郷
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る（
注
10
）。ま

た
ス
カ
が
諸
国
の
地
名
の
例
か
ら
砂
地
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
大

お
お
せ
と

村
湾
沿
い
の
砂
浜
の
広
が
る
地
域
が
想
定
さ
れ
る
。
比
定
地
を
現
大
瀬
戸

ゆ
き
う
ら

さ
い
か
い

町
雪
浦
を
含
む
一
帯
と
す
る
説
（「
大
日
本
地
名
辞
書
」
な
ど
）、
西
海
町

す
ぐ
い

の
も
ざ
き

の
巣
喰
浦
と
す
る
見
解
（
佐
世
保
市
史
）、
野
母
崎
町
と
す
る
も
の
が
あ

る
（
長
崎
県
史
）。

右
に
拠
れ
ば
、
野
母
崎
半
島
は
、
砂
州
の
地
形
と
し
て
、
相
応
し
い
面
を
有

す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
東
北
の
海
」
が
誤
り
で
、「
西
北
の
海
」
が
正
し
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け
れ
ば
、
①
②
の
説
が
正
し
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

太
宰
管
内
志
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す（
注
11
）。

さ
て
「
柳
園
随
筆
」
彼
杵
郡
松
島
ノ
迫
門
を
出
て
長
崎
に
至
る
洋
中
を
相
撲

灘
と
云
う
神
島
ま
で
十
里
あ
り
其
沖
の
か
な
た
に
十
余
丈
の
大
岩
二
ッ
海
中
に

立
チ
た
り
是
を
沖
ノ
相
撲
・
地
ノ
相
撲
と
云
其
状
甚
奇
な
り
沖
ノ
方
な
る
は
大

洞
あ
り
て
見
え
た
り
南
北
相
大
し
て
屹
立
た
る
状
勇
猛
の
力
を
争
う
勢
に
似
た

り
因
て
俗
に
相
撲
石
と
い
ふ
此
巌
の
辺
の
深
さ
三
十
ひ
ろ
あ
り
と
い
ふ
此
地
ノ

方
は
雪
ノ
浦
幸
の
浦
な
土
有
り
｛
風
土
記
｝
に
周
賀
ノ
郷
は
此
辺
の
事
な
る
べ

し
幸
ノ
浦
と
云
も
由
あ
り
げ
に
聞
ゆ
神
功
皇
后
の

柯
化
し
て
石
と
成
れ
り
と

云
は
此
の
相
撲
石
ノ
事
な
る
べ
し
郡
の
西
南
と
あ
る
も
よ
く
か
な
へ
り

と
あ
る
。
、
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
先
行
文
献
で
も
言
及
さ
れ
た
点
を
検
証
す
る

た
め
に
、
地
形
図
や
写
真
を
使
っ
て
検
証
し
て
み
た
い
。

そ
こ
で
実
際
の
島
や
岩
礁
の
形
状
や
二
つ
の
島
の
間
の
距
離
が
、
風
土
記
の

描
写
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
た
い
。
こ
の
礒
は
、「
高
さ
廿
丈
余

り
、
周
り
十
丈
余
り
、
相
去
る
こ
と
十
町
余
り
な
り
。
充
く
し
て
嵯
峨
し
く
、

草
木
生
ひ
ず
。」
と
さ
れ
る
。
ど
こ
ま
で
が
実
際
の
地
形
を
判
定
し
て
い
る
か

は
難
し
い
面
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
、「
高
さ
廿
丈
余
り
」
と
は
、「
一
丈
が
約
三

メ
ー
ト
ル
」
と
し
て
、「
高
さ
六
十
メ
ー
ト
ル
余
り
」、「
周
り
十
丈
余
り
」
は
、

「
周
囲
が
約
三
十
メ
ー
ト
ル
余
り
」、「
相
去
る
こ
と
十
町
余
り
な
り
」は
、「
一

町
」
を
「
約
百
八
メ
ー
ト
ル
」
と
し
て
、「
二
つ
の
島
の
間
の
距
離
が
一
千
八

〇
メ
ー
ト
ル
余
り
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
上
記
の
諸
説
に
つ
い
て
地
形
図
を
使
っ
て
確
認
す
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る（
注
12
）。
具
体
的
に
は
、
高
さ
は
地
形
図
の
実
測
数
値
を
使
い
、
周
囲

に
つ
い
て
は
、
地
形
図
上
で
、
島
の
輪
郭
に
糸
を
置
き
、
そ
の
糸
の
長
さ
を
二

五
〇
倍
し
て
推
定
の
距
離
を
出
し
た
。
二
島
の
間
の
距
離
は
、
地
形
図
の
両
島

の
最
短
距
離
を
物
差
し
で
測
り
、
二
五
〇
倍
し
て
求
め
た
。

①
長
崎
港
口
の
小
島
。
こ
れ
は
、
皇
后
島
・
高
鉾
島
の
こ
と
と
考
え
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

皇
后
島

高
さ
二
十
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
。
周
囲

約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
。

高
鉾
島

高
さ
七
二
・
九
メ
ー
ト
ル

周
囲

約
七
五
〇
メ
ー
ト
ル

二
島
の
距
離

約
五
七
五
メ
ー
ト
ル
。

形
状

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

草
木
の
状
態

樹
木
が
鬱
蒼
と
茂
っ
て
い
る
。

②
長
崎
市
外
海
沖
の
大
角
力
・
小
角
力
の
岩
礁

大
角
力

高
さ
七
六
・
五
メ
ー
ト
ル
。
周
囲

約
二
七
五
メ
ー
ト
ル
。

左

高
鉾
島

中
央

皇
后
島〈
現
在
は
陸
地
に
繋
が
っ
て
い
る
〉

右

女
神
大
橋
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三
三

小
角
力

高
さ
五
二
・
八
メ
ー
ト
ル
。
周
囲

約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
。

二
島
の
距
離

約
二
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
。

形
状

険
し
く
そ
そ
り
立
っ
て
い
る

草
木
の
状
態

岩
礁
で
あ
っ
て
、
草
木
は
繁
茂
し
て
い
な
い

③
大
村
湾
の
南
西
隅
に
あ
る
時
津
港
北
方
の
黒
島
・
二
島

黒
島

高
さ
三
四
メ
ー
ト
ル
。
周
囲

約
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
。

二
島

高
さ
二
一
メ
ー
ト
ル
。
周
囲

約
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

二
島
の
距
離

約
一
五
七
五
メ
ー
ト
ル

形
状

扁
平
な
饅
頭
型

草
木
の
状
態

草
木
が
繁
茂
し
て
い
る

ま
ず
、
③
の
説
に
つ
い
て
だ
が
、
岩
波
大
系
本
は
、
方
位
が
正
し
く
な
い
か

ら
と
、
後
藤
説
に
従
い
、
二
つ
の
礒
を
時
津
港
の
北
方
の
黒
島
・
二
島
に
擬
し

て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
島
は
、
扁
平
な
島
で
あ
り
、
高
さ
も
と
て
も
足
り
な

い
し
、「
充
く
し
て
嵯
峨
し
く
、
草
木
生
ひ
ず
。」
と
い
う
描
写
と
全
く
合
わ
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
二
島
が
該
当
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
。
ま
た

神
功
皇
后
伝
説
か
ら
考
え
て
も
、
そ
も
そ
も
新
羅
遠
征
に
出
か
け
る
と
き
に
、

大
村
湾
と
い
う
内
海
か
ら
出
発
す
る
と
い
う
構
想
自
体
が
不
自
然
す
ぎ
る
と
考

え
る
。
歴
史
的
に
見
て
も
、
韓
国
や
中
国
と
の
交
通
は
外
海
を
出
発
点
と
し
て

お
り
、
こ
の
説
は
そ
う
し
た
常
識
か
ら
も
外
れ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
①
の
説
は
、
そ
の
一
つ
が
皇
后
島
（
こ
う
ご
じ
ま
）
と
い
う
名
称
を

持
ち
、
神
功
皇
后
伝
説
を
背
景
と
し
て
命
名
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
点
は
注
目
さ

れ
る
。
し
か
し
、
い
つ
か
ら
そ
の
名
称
が
あ
る
か
が
明
確
で
な
く
、
当
該
の
風

土
記
の
記
事
を
基
に
、
好
事
家
が
新
た
に
付
け
た
物
で
、
そ
れ
ほ
ど
古
く
な
い

可
能
性
も
あ
る
。
問
題
点
と
し
て
は
、
こ
の
島
は
高
さ
が
低
す
ぎ
て
風
土
記
の

記
述
と
は
合
わ
ず
、
ま
た
、
そ
の
島
の
形
状
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
「
充
く
し
て

嵯
峨
し
く
」と
い
う
風
土
記
の
描
写
と
合
わ
な
い
し
、現
在
樹
木
が
生
い
茂
り
、

「
草
木
生
ひ
ず
。」
と
い
う
描
写
と
も
一
致
し
な
い
。
ま
た
、
島
の
周
囲
は
六

〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
周
囲
三
十
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
風
土
記
の
記
述
と
大
き

く
隔
た
る
。
風
土
記
の
「
周
り
」
が
ど
う
い
う
経
緯
で
数
値
化
さ
れ
た
か
は
不

明
で
、
実
測
の
可
能
性
は
薄
く
、
遠
方
か
ら
の
推
計
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し

て
も
差
が
大
き
す
ぎ
る
気
は
す
る
。

一
方
、
対
と
し
て
出
て
く
る
高
鉾
島
は
、
高
さ
は
七
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、

風
土
記
の
記
述
と
一
致
す
る
が
、
島
の
周
囲
は
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
し

ま
い
、
風
土
記
の
三
〇
メ
ー
ト
ル
と
違
い
が
大
き
す
ぎ
る
。
形
状
も
円
錐
型
で

樹
木
が
繁
茂
し
て
お
り
、
風
土
記
の
記
述
と
は
全
く
合
わ
な
い
。

さ
ら
に
、
両
島
の
距
離
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
強
で
あ
っ
て
、
風
土
記
の
記
述

の
半
分
し
か
な
い
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、
当
該
の
長
崎
湾
入
り
口
の
二
島
が
該
当
す

る
可
能
性
は
低
い
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

左 黒島 右 二島〈島が二つある
ように見えるが繋がった一つの島〉

二島と黒島



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

三
四

②
の
大
角
力
・
小
角
力
の
岩
礁
は
、
文
字
通
り
の
岩
礁
で
、
大
角
力
は
、
高

さ
七
六
・
五
メ
ー
ト
ル
。
小
角
力
は
高
さ
五
二
・
八
メ
ー
ト
ル
で
、
風
土
記
の

「
高
さ
廿
丈
余
り
」
即
ち
六
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
記
述
に
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
た
だ
、
周
囲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
二
七
五
メ
ー
ト
ル
・
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル

あ
っ
っ
て
、「
高
さ
廿
丈
余
り
」
即
ち
周
囲
三
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
と
い
う
記
述

と
は
か
な
り
の
ず
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
①
や
③
の
説
が
、
は
る
か
に
大
き
な

ず
れ
を
有
し
た
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
相
対
的
に
ず
れ
は
小
さ
い
。
問
題
は
二
島

の
距
離
で
あ
っ
て
、
約
二
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
の
は
、「
相
去
る
こ
と
十

町
余
り
な
り
」即
ち
、「
二
つ
の
島
の
間
の
距
離
が
一
千
八
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
」

で
あ
る
と
い
う
風
土
記
の
記
述
と
大
き
く
ず
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
周
り
」
の

距
離
の
問
題
と
同
じ
で
、
実
測
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
西
彼
杵

半
島
の
海
岸
付
近
か
ら
二
島
を
遠
望
し
、
だ
い
た
い
十
町
ば
か
り
は
離
れ
て
い

る
と
推
測
し
て
記
述
し
た
物
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
が
実
際
は
、
ほ
ぼ
倍
の

長
さ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
形
状
の
面

か
ら
言
っ
て
も
、
岩
肌
に
は
草
木
も
生
え
て
お
ら
ず
、「
充
く
し
て
嵯
峨
し
く
、

草
木
生
ひ
ず
。」
と
い
う
表
現
に
も
ぴ
っ
た
り
合
う
。

方
位
こ
そ
問
題
は
残
る
が
、
こ
の
伝
承
は
、
②
長
崎
市
外
海
沖
の
大
角
力
・

小
角
力
の
岩
礁
と
見
な
す
べ
き
と
考
え
る
。実
際
、こ
の
岩
礁
を
遠
望
す
る
時
、

古
代
人
の
想
像
力
が
こ
の
伝
承
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
実
感
で
き
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
神
功
皇
后
伝
伝
説
と
の
関
係
で
言
っ
て
も
、
近
く
に「
神
ノ
浦
」

と
い
う
神
功
皇
后
が
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
伝
説
の
土
地
が
あ
り
、
こ
う
し
た
伝

説
が
生
ま
れ
や
す
い
環
境
も
整
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
大
角
力
・
小
角
力
の
岩
礁
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
昔
話
が

地
元
で
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
ふ
た
つ
の
岩
礁
を
兄
弟
と
見
る
の
は
、
神
功

皇
后
伝
説
で
、
船
を
繋
ぐ
二
つ
の

と
の
関
係
を
想
像
し
や
す
い
。
ま
た
、

兄
弟
の
島
の
う
ち
兄
に
あ
た
る
大
角
力
は
、
岩
の
中
央
に
大
き
な
穴
が
開
い
て

お
り
、
船
と
綱
で
繋
ぐ
と
し
た
ら
、
綱
を
通
す
に
ふ
さ
わ
し
い
穴
が
開
い
て
お

り
、
そ
う
し
た
伝
説
が
生
ま
れ
た
と
い
う
の
も
納
得
が
で
き
る
の
で
あ

る（
注
13
）。

兄
弟
島

外
海
町
の
沖
合
に
あ
る
角
力
灘
に
、
島
の
真
ん
中
に
穴
が
あ
き
、
帆
を

か
け
舟
も
そ
の
ま
ま
通
り
抜
け
ら
れ
る
一
見
奇
抜
な
島
が
あ
る
。
穴
が
あ

い
て
い
る
の
で
、
普
通
ほ
ん
げ
え
島
と
も
い
う
。
別
名
、
兄
弟
島
ま
た
、

相
撲
を
と
っ
て
い
る
形
を
し
た
大
き
な
島
と
小
さ
い
島
が
あ
る
そ
の
大
き

い
方
で
大
角
力
と
も
い
う
。

昔
、
あ
る
漁
師
の
父
親
が
魚
と
ミ
カ
ン
を
交
換
し
て
帰
り
、
兄
弟
二
人

に
一
つ
ず
つ
そ
の
ミ
カ
ン
を
与
え
た
。
兄
弟
は
自
分
の
小
さ
い
片
方
は
大

き
い
で
、
う
ば
い
合
い
に
な
っ
て
ケ
ン
カ
を
し
た
の
で
、
父
親
は
非
常
に

左 小角島 右 大角島 其の右 母子島
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三
五

怒
っ
て
弟
の
は
肩
を
、
兄
の
は
腹
を
切
っ
て
二
人
を
縛
り
、
海
に
放
り
投

げ
た
。（
出
津
で
は
川
か
ら
流
し
た
と
い
う
）
そ
れ
が
岩
に
な
っ
て
、
今

日
、
兄
弟
岩
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
い
伝
え
で
は
、
島
の
頂
上

に
は
今
も
ミ
カ
ン
の
木
が
あ
る
と
い
う
。
肩
を
切
ら
れ
た
形
を
し
た
左
側

が
弟
で
、
腹
を
え
ぐ
り
取
ら
れ
た
形
を
し
た
右
側
の
高
い
方
が
兄
で
あ
る

と
い
う
。
兄
弟
げ
ん
か
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
教
訓
の
島
と
し
て
、
眺
め

ら
れ
語
り
継
が
れ
て
い
る
。（
外
海
町
史
よ
り
）

三
、
速
来
の
門
に
つ
い
て

速
来
の
門
が
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
原
文
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

速
来
門
。
在
郡
西
北
。
此
門
之
潮
之
来
者
、
東
潮
落
者
、
西
湧
登
。
湧
響
同

雷
音
。
因
曰
速
来
門
。
又
有
抜
木
。
本
者
著
地
、
末
者
沈
海
。
海
藻
早
生
以
擬

貢
上
。

現
在
の
注
釈
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
で
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

速
来
の
門
。
郡
の
西
北
の
か
た
に
在
り
。
こ
の
門
の
潮
の
来
る
は
、
東
に
潮

落
つ
れ
ば
、
西
に
湧
き
登
る
。
湧
く
響
は
雷
の
音
に
同
じ
。
因
り
て
速
来
の
門

と
曰
ふ
。
又
、
抜
れ
る
木
あ
り
。
本
は
地
に
著
き
、
末
は
海
に
沈
め
り
。
海
藻

早
に
生
ふ
を
以
ち
て
貢
上
に
擬
つ
。

ま
た
、
現
代
語
訳
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

は
や
き

こ
お
り

速
来
の
門
。〔
郡
の
役
所
の
西
北
に
あ
る
〕
こ
の
海
峡
に
お
い
て
潮
の
来
る

状
況
は
、
東
に
潮
が
流
れ
去
れ
ば
、
西
に
湧
き
登
る
よ
う
な
す
さ
ま
じ
い
勢
い

で
潮
が
動
く
。
湧
く
音
響
は
雷
の
音
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
速
来
の

し
げ

門
と
い
う
。
な
お
、
こ
こ
に
は
さ
か
ん
に
繁
っ
た
木
が
あ
る
。
木
の
根
元
は
地

の

面
に
付
い
て
い
る
が
、
枝
の
先
は
海
に
沈
ん
で
い
る
。
海
藻
が
ほ
か
よ
り
も
早

く
生
長
す
る
。
そ
れ
で
朝
廷
へ
の
献
上
品
に
あ
て
て
い
る
。

そ
も
そ
も
此
の
訓
読
と
現
代
語
訳
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
頭
注
で
は
「
干

満
の
差
で
、
急
激
に
潮
が
流
れ
去
る
。」「
去
っ
た
潮
を
埋
め
る
た
め
に
、
噴
き

出
す
よ
う
に
流
れ
込
む
」
と
説
明
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
潮
の
流
れ
が
急
な

の
は
干
満
の
差
の
た
め
で
は
な
い
。
大
き
な
外
洋
か
ら
狭
い
海
峡
に
入
り
込
む

た
め
、
細
い
通
路
を
通
ろ
う
と
し
て
流
れ
る
勢
い
が
増
す
た
め
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
ホ
ー
ス
で
水
を
撒
く
と
き
に
、
ホ
ー
ス
の
出
口
を
細
く
す
れ
ば
、
勢
い
が

増
し
て
、
よ
り
遠
く
へ
水
が
届
く
の
と
同
じ
原
理
で
あ
る
。

三
間
十
郞
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
東
に
潮
が
流
れ
去
れ
ば
、
西
に
湧

き
登
る
」
と
い
う
の
は
、
少
し
考
え
て
み
る
と
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
東

に
水
が
流
れ
て
し
ま
い
、
其
の
空
白
を
埋
め
る
よ
う
に
西
か
ら
水
が
湧
い
て
く

る
と
云
う
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
に
水
が
流
れ
去
る
こ
と
と

西
か
ら
水
が
湧
い
て
く
る
こ
と
は
因
果
関
係
に
あ
る
訳
で
は
な
い
。
東
の
流
れ

と
は
関
係
な
く
絶
え
ず
西
か
ら
は
浪
の
う
ね
り
と
共
に
新
た
な
潮
が
流
れ
て
く

る
の
だ
。
ま
た
、
本
文
は「
東
に
潮
落
つ
れ
ば
」だ
か
ら
、
単
に「
流
れ
去
る
」

と
い
う
の
は
お
か
し
い
。「
落
」
は
「
上
か
ら
下
に
、
高
い
所
か
ら
低
い
所
に

く
だ
る
」
意
味
で
あ
る
（
大
漢
語
林
）。
勿
論
、
こ
れ
は
、
速
来
の
門
の
位
置

が
標
高
が
高
い
丘
状
の
地
形
で
あ
り
、
潮
は
丘
の
東
側
に
落
ち
、
丘
の
西
か
ら

は
新
た
な
潮
が
登
っ
て
く
る
と
い
う
三
角
形
の
地
形
だ
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。「
速
来
の
門
」
が
狭
い
か
ら
、
広
い
外
洋
の
海
水
が
集
ま
っ
て
き
て
盛
り

上
が
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
こ
か
ら
流
れ
る
海
水
を
「
落
ち
る
」
と
表
現
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

此
門
之
潮
之
来
者
、
東
潮
落
者
、
西
湧
登
。
湧
響
同
雷
音
。
因
曰
速
来
門
。

は
、「
こ
の
門
の
潮
の
来
る
は
、
東
よ
り
潮
落
つ
れ
ば
、
西
よ
り
湧
き
登
る
。
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湧
く
響
は
雷
の
音
に
同
じ
。
因
り
て
速
来
の
門
と
曰
ふ
。」
と
読
む
べ
き
で
な

い
か
。
現
代
語
訳
は
、「
こ
の
海
峡
に
潮
が
や
っ
て
来
る
と
（
狭
さ
で
盛
り
上

が
る
が
、
や
が
て
そ
れ
以
上
進
め
な
く
な
る
と
）、
こ
の
潮
が
盛
り
上
が
っ
た

頂
点
か
ら
、
一
方
は
東
の
大
村
湾
の
方
へ
勢
い
よ
く
な
が
れ
、
又
一
方
は
、
西

の
外
洋
に
向
か
っ
て
潮
が
押
し
戻
さ
れ
、
西
か
ら
新
た
な
潮
が
湧
き
登
っ
て
き

た
の
と
ぶ
つ
か
る
。
東
か
ら
戻
っ
て
く
る
潮
と
新
た
に
登
っ
て
い
く
西
の
潮
が

ぶ
つ
か
っ
て
沸
き
上
が
り
立
て
る
音
は
、
ま
る
で
雷
の
音
と
同
じ
で
す
さ
ま
じ

い
音
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
速
来
の
門
と
い
う
。」

こ
う
し
た
解
釈
で
あ
れ
ば
、「
落
ち
る
」
や
「
登
る
」
が
何
故
使
わ
れ
て
い

る
か
も
理
解
で
き
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
本
文
の
問
題
点
は
二
箇
所
あ
る
。
第
一
は
、「
速
来
の
門
」
が

現
在
の
ど
こ
に
当
た
る
か
と
い
う
問
題
。
第
二
は
、「
海
藻
早
に
生
ふ
を
以
ち

て
貢
上
に
擬
つ
」
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

第
一
の
点
で
あ
る
が
、
比
定
地
は
二
か
所
あ
る
。
一
つ
目
は
、
佐
世
保
市
の

早
岐
と
い
う
説
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
針
尾
の
瀬
戸
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、「
速

来
の
門
」
の
「
速
来
」
は
「
は
や
き
」
と
読
む
が
、
こ
れ
が
「
早
岐
（
は
い
き
）」

に
変
わ
っ
た
の
だ
と
す
る
説
で
あ
る
。「
は
や
き
」
か
ら
「
は
い
き
」
は
音
韻

的
に
無
理
が
な
い
し
、
場
所
的
に
は
大
村
湾
に
海
水
が
入
り
込
む
点
で
、
現
在

で
も
そ
の
痕
跡
を
み
い
だ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
痕
跡
と
い
う
表
現
を
使
っ

た
の
は
、
改
修
工
事
で
、
現
在
の
「
早
岐
（
は
い
き
）」
で
は
、
本
文
に
あ
る

よ
う
な「
こ
の
門
の
潮
の
来
る
は
、
東
よ
り
潮
落
つ
れ
ば
、
西
よ
り
湧
き
登
る
。

湧
く
響
は
雷
の
音
に
同
じ
。」
と
い
っ
た
潮
流
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
風
土
記
の
記
述
を
よ
く
考
え
る
と
、

海
峡
の
幅
が
狭
い
が
為
に
急
流
が
発
生
し
、
さ
ら
に
、
狭
す
ぎ
て
東
か
ら
押
し

戻
さ
れ
る
潮
の
流
れ
と
新
た
に
西
か
ら
や
っ
て
く
る
潮
の
流
れ
が
ぶ
つ
か
っ

て
、
水
を
湧
き
上
げ
て
、
雷
の
よ
う
な
音
を
立
て
る
と
い
う
な
ら
、
む
し
ろ
、

早
岐
の
よ
う
に
狭
い
場
所
の
方
が
相
応
し
い
と
い
う
こ
と
も
言
え
よ
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
三
間
十
郞
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
注
14
）。

さ
て
往
古
大
村
湾
を
扼
す
る
針
尾
島
は
そ
れ
自
体
が
今
、
伊
の
浦
瀬
戸

に
み
ら
れ
る
同
瀬
戸
中
の
弁
天
島
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
今
か
ら
二

百
数
十
年
前
の
模
様
を
し
る
し
た
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
平
戸
藩
作

製
の
「
肥
前
国
平
戸
領
絵
図
」
に
よ
れ
ば
「
早
岐
瀬
戸
」
で
、
当
時
三
島

は
海
中
に
あ
る
中
の
島
で
あ
り
、
早
岐
の
と
こ
ろ
は
巾
十
七
間
（
約
三
十

米
）。
そ
こ
に
横
瀬
が
す
わ
っ
て
「
満
汐
ニ
カ
ク
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

風
土
記
が
書
か
れ
た
頃
、
即
ち
千
二
・
三
百
年
前
頃
の
当
時
を
想
像
す
る

な
ら
ば
、
早
岐
の
瀬
戸
と
い
う
の
は
現
在
み
ら
れ
る
水
路
の
よ
う
な
ち
ゃ

ち
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
呑
吐
す
る
勢
た
る
や
伊
の
浦

瀬
戸
に
も
匹
敵
す
る
程
の
も
の
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

確
か
に
右
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
特
に
地
名
の
継
承
と

い
う
点
で
は
、
最
も
有
力
な
説
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
次
に
、
現
在

の
様
子
を
観
潮
橋
の
付
近
で
示
す
。
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こ
の
よ
う
に
、
昔
の
面
影
は
、
あ
ま
り
な
い
が
、
可
能
性
は
最
も
高
い
。

第
二
の
針
尾
の
瀬
戸
は
、
日
本
三
大
急
流
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
狭

い
所
は
巾
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
で
、「
肥
前
国
平
戸
領
絵
図
」
か
ら
推
定
さ
れ
る

「
早
岐
瀬
戸
」
の
最
大
の
巾
十
七
間
（
約
三
十
米
）
に
比
べ
る
と
遙
か
に
幅
が

広
い
。
こ
れ
だ
と
幅
が
広
す
ぎ
て
、「
こ
の
門
の
潮
の
来
る
は
、
東
よ
り
潮
落

つ
れ
ば
」
と
い
う
状
況
は
起
こ
り
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
海
水
の
流
れ

は
盛
り
上
が
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
東
の
大
村
湾
に
向
か
っ
て
入
り
込
ん
で

行
く
か
ら
で
あ
る
。
実
際
流
れ
を
見
て
も
、「
西
よ
り
湧
き
登
る
。」
と
言
っ
た

感
じ
で
は
な
い
。「
湧
く
響
は
雷
の
音
に
同
じ
。」
と
い
う
点
は
実
際
、
潮
の
流

れ
は
聞
こ
え
る
の
で
、
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、「
抜
れ
る
木

あ
り
。
本
は
地
に
著
き
、
末
は
海
に
沈
め
り
。」
と
い
っ
た
情
景
も
、
実
際
に

岸
辺
近
く
に
樹
木
が
沢
山
生
い
茂
っ
て
お
り
、
い
か
に
も
、
そ
の
枝
が
海
水
に

浸
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
場
所
に
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
、
針
生
の

瀬
戸
に
有
利
な
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
海
藻
が
早
く
成
長
す
る
と
い
う
事
実

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
「
海
藻
早
に
生
ふ
を
以
ち
て
貢
上
に
擬
つ
」
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
う
意
味
か
考
察
し
た
い
。
岩
波
大
系
本
の
頭
注
一
四
で
は
、「
生
育
の

季
が
早
く
珍
し
い
。
暖
地
の
故
か
。」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
正
し
く
な

い
。暖
地
な
ら
ど
こ
で
も
よ
い
こ
と
に
な
り
、こ
の
地
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
。

じ
つ
は
、
こ
の
針
尾
の
瀬
戸
が
急
流
で
あ
る
こ
と
が
海
藻
の
生
育
に
大
き
く
か

か
わ
る
の
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
し
て
い
た
が
、
針
尾
の
瀬
戸
が
急

流
で
海
水
の
流
れ
が
速
い
こ
と
が
海
藻
の
成
長
を
促
し
、
針
尾
の
瀬
戸
で
は
、

大
き
く
立
派
な
海
藻
が
収
穫
で
き
る
の
だ
と
い
う（
注
15
）。
そ
う
し
た
素
晴
ら
し

い
産
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
貢
物
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
針

尾
の
瀬
戸
で
は
現
在
で
も
、
そ
の
早
い
海
水
の
流
れ
で
成
長
の
早
い
良
い
海
藻

が
採
れ
る
の
で
あ
り
、
針
尾
の
瀬
戸
が
、
そ
の
意
味
で
も
風
土
記
の
記
述
と
一

致
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
海
水
の
流
れ
が
速
い

と
い
う
条
件
さ
え
あ
れ
ば
、
早
岐
で
も
当
然
、
海
藻
の
生
育
は
速
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
早
岐
説
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、「
針
尾
の
瀬
戸
」
の
可
能
性
も
残
さ
れ
る
が
、
地
名
の

継
承
や
、
風
土
記
の
描
写
か
ら
、
佐
世
保
市
「
早
岐
瀬
戸
」
が
「
速
来
の
門
」

で
あ
る
可
能
性
が
よ
り
高
い
と
言
え
よ
う
。

針尾の瀬戸と西海橋
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結

び
以
上
、
肥
前
国
風
土
記
の
解
釈
上
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。
な
お
、

「
高
来
郡
土
歯
池
」
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
で
別
稿
で
考
察
し
た
い
。

注（
１
）
拙
稿
「
松
浦
佐
世
姫
伝
説
に
関
す
る
一
考
察
―
篠
原
の
弟
日
姫
子
か
ら

松
浦
佐
世
姫
へ
な
ぜ
変
わ
っ
た
か
―
」（『
国
語
と
教
育
』
四
十
一
号
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
）

（
２
）
風
土
記
の
本
文
引
用
は
、
小
学
館
新
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』（
植

垣
節
也
校
注
）
に
よ
る
。

（
３
）
拙
稿
「
三
輪
山
伝
説
の
起
源
を
探
る
」
平
成
二
十
六
年
十
二
月
『
神
話

･
象
徴
・
儀
礼
』（
篠
田
知
和
基
、
楽
瑯
書
院
）

（
４
）
古
事
記
の
引
用
は
、
岩
波
大
系
本
『
古
事
記
・
祝
詞
』（
倉
野
憲
司
・

武
田
祐
吉
校
注
、
一
九
五
八
年
六
月
）
に
拠
る
。

（
５
）
日
本
書
紀
の
引
用
は
、
岩
波
大
系
本
『
日
本
書
紀
上
』（
坂
本
太
郎
等

校
注
、
一
九
六
七
年
）
に
拠
る
。

（
６
）
祝
詞
の
引
用
は
、
岩
波
大
系
本
『
古
事
記
・
祝
詞
』（
倉
野
憲
司
・
武

田
祐
吉
校
注
、
一
九
五
八
年
六
月
）
に
拠
る
。

（
７
）
吉
野
裕
子
『
蛇

日
本
の
蛇
信
仰
』
法
政
大
学
出
版
局
、
も
の
と
人
間

の
文
化
史
、
一
九
七
八
年
二
月
）
に
拠
る
。

（
８
）
中
川
ゆ
か
り
「
鈎
穴
を
通
る
神
―
古
事
記
の
三
輪
山
神
話
―
」（『
古
事

記
年
報
』
三
十
八
号
、
平
成
八
年
一
月
）、
川
上
順
子
『
古
事
記
と
女

性
祭
祀
伝
承
』所
収「
三
輪
山
神
話
考
」平
成
七
年
六
月
、
高
科
書
店
）

（
９
）
谷
口
雅
博
氏
は
、
当
該
の
始
祖
注
記
は
、
狭
手
彦
に
関
わ
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、「
容
貌
美
麗
」「
特
絶
人
間
」
も
、
狭
手
彦
を
指

す
と
さ
れ
る
（『
肥
前
国
風
土
記
』
弟
日
姫
子
説
話
考
ー
異
類
婚
姻
譚

と
歌
―
、『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
五
巻
第
十
号
、
二
〇
一
四
年
）
興
味

深
い
研
究
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
挿
入
句
的
に
弟
日
姫
子
の
説
明
を
し
て

い
る
部
分
な
の
で
、
文
脈
的
に
や
や
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）『
長
崎
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
三
巻
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）

に
拠
る
。

（
11
）『
太
宰
管
内
志

下
』（
日
本
歴
史
地
理
学
会
、
明
治
四
三
年
五
月
）
の

復
刻
版
（
平
成
元
年
九
月
、
文
献
出
版
）
に
拠
る
。

（
12
）
地
形
図
は
国
土
地
理
院
の
二
万
五
千
分
の
一
の
も
の
に
よ
る
。

使
用
し
た
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。

三
二
頁

皇
后
島
と
高
鉾
島
（
長
崎
四
号
長
崎
の
四
「
長
崎
南
西
部
」

昭
和
二
九
年
修
正
測
量
）

三
三
頁

二
島
と
黒
島
（
長
崎
三
号
―
四
「
長
浦
」
平
成
二
年
修
正
測

量
）

三
四
頁

小
角
力
と
大
角
力
（
長
崎
七
号
神
浦
の
二
「
神
浦
」
昭
和
二

九
年
修
正
測
量
）

同
僚
の
大
平
晃
久
先
生
に
は
、
資
料
の
貸
し
出
し
等
や
地
理
的
情
報

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
る
。

（
13
）『
外
海
町
誌
』（
長
崎
県
外
海
町
、
一
九
七
四
年
）
に
拠
る
。

（
14
）三
間
十
郞『
佐
世
保
版
風
土
記
抄
』芸
文
堂
、
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
）

（
15
）公
益
財
団
法
人
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
拠
れ
ば
、

「
水
流
と
海
藻
類
の
成
長
」
に
つ
い
て
、「
水
温
に
水
流
、
栄
養
塩
の

条
件
を
加
え
現
場
に
近
い
環
境
状
態
を
反
映
で
き
る
試
験
装
置
を
製
作

し
、
海
藻
類
に
関
す
る
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
ナ
ラ
ワ
ス
サ
ビ
ノ
リ
の



勝
俣：

肥
前
国
風
土
記
の
解
釈
上
の
諸
問
題

三
九

栽
培
試
験
の
結
果
か
ら
、
水
温
は
藻
体
の
生
理
代
謝
速
度
に
関
係
し
、

水
流
は
藻
体
を
と
り
ま
く
栄
養
条
件
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
好
適
範
囲
が
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
水
温
上
昇
に
伴
う

成
長
率
の
低
下
が
、
水
流
の
付
加
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。」
と
あ
る
。
水
流
は
、
速
け
れ
ば
速
い
ほ
ど
、
多
く

の
栄
養
分
を
海
藻
に
与
え
、
さ
ら
に
、
夏
場
な
ど
の
暑
さ
で
海
藻
の
生

長
が
阻
害
さ
れ
る
の
を
水
流
が
冷
却
装
置
と
な
っ
て
働
い
て
防
ぎ
、
結

果
と
し
て
成
長
を
促
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
古
代
人
は
早
く
か
ら
、

海
水
の
流
れ
の
速
さ
と
海
藻
の
成
長
の
速
さ
の
因
果
関
係
を
認
識
し
て

い
た
と
言
え
よ
う
。

（
付
記
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
教
育
学
部
准
教
授
で
地
理
学
が
ご
専

門
の
大
平
晃
久
先
生
の
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
る
。
な
お
、
本
稿
で
使
用
し
た
島
な
ど
の
写
真
は
、
す
べ
て
筆

者
が
現
地
に
赴
い
て
自
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
部
見
に
く
い
写

真
が
あ
る
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。）
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